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立叫め街に尽した入たちめ代人が、二の日さ 
れた新体绔の秋山エリカさんにも表彰状が艚られた： 


「少年の主*大金 j 市&甘受貧の神田 
めぐみさん（二中}も爽やかに発霣 










« fl S 日、 *24® 聚东顱〇町村找含体 W 大金を立川て -M 
{造市 W50ffi 年に耗える立 H| の活隳めざましく 
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10^の小-中字校ではタィムカフ<!ルを校||!;:}1めた- 
50年後の白分へめ>ンセ—ジ奢手に•(古立11千て； 





多眾の中心都市としての「立 
川 J が抱えている問想は山相みだ 
が、その分、夢も希 S もたつぶり 
と抱乂ているわが”立川市」 
市黯五十年の式典て各界からの 
期待は，葦来指向の「ゆめぁ6大 
滔市4てぁつた=この日「少年の 
主張 J があつた‘児*合唱が会 ts 
に響いた若木を^えて未来 cil 
す人，タイムカプセルに萝を詰め込 
む子供たち*五十年後にみる立川 
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1991 -2-1 (月丨回発行) 


月刊 • え<てびあん-立川と語ろう • 立 JIH こ生きよう 


通巻79卷 


真如苑だより 


表紙は語る 


まいあ一と北アルプス』 

by 堪崤忪興 


1月12日土〜 

2月3日日 

「サヨナラ 

連統公演 j 

会埸：シアター 2 +， 
主愔シアター 2+1 

. I l <は糾 】 D 



暧冬とい h れながらも 
北風に S をすくめる H が 
多くなりました。でも' 

節分を迎ぇ • ヶ'存が«ざ 
ると，節はや a り、畚" 
茂くはありますが、境内 
に存の畝配が13れはじめ 
ま L た U お出掛けドさい= 
0 

■ 2:時 2 mn^h 

r 後2時彳4時 


■ ¢11本 * r ft 如 卞物鮪を U じめと 
L て映幽など盛りだくさんの用兹 
がしてございます" 

■立 川市 K < r & 人)<:限らせて m き 
ます。 

■お 屮し込み 
は「えくてび 
あん • n ン . J » 

- I オン j (本 a ; 

を手胰してく 
れた人>「 
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会場の K ビル 7® 「ゥィル♦ギ 
ャラ！」には昨^年問’*川 
人の目と心をおおいに温めてくれ 
た方々の笑頟が27枚の：リ A. として 
ズラリと盖べられた〇 

昨年は « t1M50 年ということから 
矜楝の行书がおこなわれ、明るい 
話扭に滿ちていたと云えょう々そ 
んな中から、当 lil £ 郎は. II の冻老 
に ffl 淡 I ながら取材 i - A 觔を较けて 
き.； T 撮杉にあたつてくれたカメ 
ラマンも11名にのばり、それぞれ 
の技術的特 (»: を生かしき<»て、バ 
ラエティーに笛んだ入物像が邝彫 
りにされていたと M 評を rf してい 
た”話趙性に{一*む江本住甲 f さ A 
<魚科理日本二や河林满さん<文 
学界新人赏>、それにスポ！ソで话秘 
された^, : い乃に加えて、兵午にわ 
たって# n 分野で一 M 献されてこら 
れた，ひと >•» では衮哚出來ない® 
E ： を»み$,ねてこられた立川の fe 
老方、麻味幸さん、 rfMI 水单さ 
ん、荒#-さんらが取 W に快く fe 
じてく//さ c たこともまた，今 M 
の写«:城を特徴づけていたょうで 
ある。 

i た•北川冬逸さん•中奸釀吾 
さん、!£.^勝^さん'中込浪#さ 
ん◊この4方は惜しくも亡くなら 
れてIIつたが、いつまでもわが 
立川 S 人々に語 o«( がれ*〇べきら 

のを遺していつてくださつた" 

特別 a « L た n — ナーも it .0 され 

ていた。 



ほのぼのとした 
家々の窓ごしに、 

老 i 女の户が「鬼 
は外' 描は内しと 
楽しそう1:«きわ 
たつている。 H 本 
で行われて約千三 
百年にもなるとい 
う■この日が«ざ 
れば鞋のうぇではも.のである。 

さて I 今月の表紙を tt つてくだ 
さつたのは昭 ftrllm ^ c * にお住いの 
塩埼松男さん。立川美術会をはじ 
め、清興关術協会委 R 弃笨力のみ 
ならず is 雎されている。この ia26 
年の味わいあふれたベテラン* 

「うん•やっばり風 ft の中でも山 
が好きですね。特に冬山は労# 1 £ 
でいいです•なにも身につけずに 
地肌そのものをみせている拢々し 
さはたまりません。私の場合は ft 
事も持つていますので，なかなか 
時 IW がとれないんですが、％場で 
描くことを信条にしてい i す。な 
るべく足を運4でそれになりきる 
ようにと思つています**やればや 
るはど锨しいですね。深さを特に 
垠近は®じます j と歩んで5た年 
を；：しと.#じることが出米る 0 



うちのお： J いさんが小学校 uh 

る頃の姑ですけどね。寺小厗が廃 

止になって、#済各の心»;呢、し 

んげんなみ-〇ていつてたんですが， 


そこにあつた塾と、横町(柴埼 
丁目)«:あつた宮本®が緒にな 
つて•立川の小学校が出来たんだ 
そぅです■小学校が4年と商等科 
が4年。その4¥を^する八は 

明治3年^れのおじいさんの時 ft 
にはおじいさん一人 I かいなくて 

• f -業试躲は tfft まで•入で受けに 

行つたんですね。「その先生，用 

紙を S いたら「私は多*川へ釣に 


行くから，その fw に?いときなさ 
い j って。俺、それで卒業しちや 
つた」つて、一つ SS 1: なつてますけ 
どね" 

5-武鉄 is が出来ましたときは大 
変ならんで、八王户の：！朗7.丰が 
すぐ始まつたんですけどね* H 収 

のお^を规粁かで分けて一晚だけ 

保®'するん//—ぅですが、泥： t に入 

られやしないかって W 々映々だった 

とか。その間に、私の突家のかやと 

に強盗が5入も入りましてね。火 

きな物含を立てて入つたもんです 

から近所が起きて IE けつけてくれ 

ましたので、何もとらず1:逃げた 

んですけど，駅の方へ ft つたから 



相撲3選手栄光を手に 


PT2HJO 
H , 立川 I 1 IW 
摈連盟 h 催に 
ょり柷||$<ムが 
間かれた ■ 

相«といえ 
ば：斑^の®に 
ある姊成肮に 


を彳メ I ジする人; i 
も多いと5心ぅ*まさにここで ffi れ 
た少^^ 士が令 ® にはばたき，^: 

商校供 5 T 令 ffl 塵ふ田4 

^ Fg -&^ ES とビツグタィトルを總 
なめに L た。ここに半るまでには理 
办只会长をはじめ多くの：に 
/つて ft * てられてきたであろう。 
ま；/ここ v ^ n てならないのはな 
んといつても* M の沿さだと^\ 


t-^IlmElF 


工事の8-に逢いないつて S つてま 

したんですけどね。实家では毎年 

その日になるとそばを作<>て、そ 

の時 Lt 話になった近所の人たち1: 

* 箱で K -0 てま L たですね。 

(小川良さんの》演会「^.川の思 

い出括あれこ nj より再銶) 


立 lll • A ^ 敗 ^ a 


索 m 


羅漢さんに 

願いをこめて 

砂川の卜：：釗•流泉寺で今 •/!-“ 
M 漠の№1作が進められている*去 
午，一体 H のおびんずるさんが{元 
成し； r 伊* In 彥注典•阔寺壇 M 
の砂川！ C 平さんらが人々の心のよ 
りどころに*と始めた t ので •* 



で t *# 進でき 
る◊「発 IM のあ 
る毎1:刻みま 
す*今の時代、 

お金をかけれ 
ばすぐ五；〇沐 
出来るでしょ 

ぅけど，何4-^何'^年かかつても 
V 心♦を人切にしていきたい」と辂 
る住職さん"砂川の纸は暧かい。 


1 立川クイズ ■ 

立川市の 4 t 部を山める砂川地^: 
が|«発され始めたのは•江广時代 
の to 期といわれています•その頃 
は砂川析 mt 呼ばれており—した** 
荒涼と L た r « 野を WW するのは 
八，の私たちには想 ffe も出来ないよ 
うな邶丰衆だつたに逢いありませ 
ん。しかし、 R 乃と X 夫を«み电 
ねて砂川は^*地带と1て発展， 


明治から大 IH にかけ' A る特産物 
で全 a にその名が知れ^ります々 
さて、その持*物とは？ 

①*②大和 t - f 苗 
【先月号の答】❷ 

人雨が»るたび駅 n * l にあふれる 
水を処理するために作られた 
呪 rf •その U とんどが暗*となつ 
ているものの*派な«役です0 
•水® ♦は自衛隊111:屯地'^羽衣町3 
丁目から HiIIT に人り，西 DII 立駅 
の南の辺りで多味川に决いでいます" 


高^ t I さんが町役場に 觔 めは 
じめたのが•昭和5年のことだつ 
たという•ところで.化川が wr か 
ら -1 市」にな <) たのは 昭和 15年で 
1 T 時、 ,? S 呜さんは 主本 •今日でい 
う「邡長 j 級の 投 柄であったらし 
い=品嶋さんは「 »»1 制施行の说に 
つき j のタィブ打ちの.|: 屮«-を ^ 
<:おいて淡々と 話を進める U この 
»';- 5?の伢子を枏ぇたのも岛鴯さん 
であった ▼ある S - 席で、そろそろ 
ゥチら市制 施.：： しようや•と1几谈 
のような':が 持ち 卜がった。そ 
の頃の立川町の人：！は3刀4 千 弱 
であった■町と L てもようやく治 
めているのに' HI どころではない 時 
代だ。! ui 帘から駒とはよく.；4つた 
もので、 « 席の座种が04芡となつ 
た。駒の.- k ft は 他ならぬ A * ft さん 
時の 内務 A - f !» •安并处 .1® へ 
上中した分蜞い卉頦は今*:册し 
か ^ っていない•与時の wrft .w 

谷倍•郎氏フ代市反も>と岛鸪 

さんの所にだけ L か残つていない 
という•戦災で雨ざらしになつて 
しまう t ころを 物 ^であやラく ft 
われた:6:1螞さんの冊をパラパラ 
とめくつているだけで•物が熱く 
なつてくる。この中に 「ft 川の志 j 
がビッシリと站まつているのかと 
罾 ,ft*6 {豕は f さんが] 4 ft :n3 に^ 
たるという.41.の S くなるような 
M 史を刻んできたゎけだが‘岛め 
さんはどんな人でも立川に今日住 
めば•今：：：かり立川入ですからと 
1-4 い掏をみせて X つた、86 哉 ▼ぇ 
くてびあん訪ふ 雄 彼や節分会。 
♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦♦ 
<*m) 小)»1 »子_山|«川瑁 01 «愈子 

中れ 161半！ nma fll 田111子 ««« 本予 
<;真)系1:欢珥板«;1:含田《名 

スタ；\礞2 6 9由川 tB tllf 


g ぇ<てびぁん第79号 

平成三年二月|日発行 
発行劝式くてひぁん祺枭工房 
*:«?- 抑立川 TfTvi : 見* rj2 ?0!5 

バIクビ|ユ、 . ハィツ5 Q I〒» 
9^0四二五|:«>0 0 8〜 
rAXow-lw':?!*—、 

«篾人- N 井3介 
癸 nA 沖 ff 真烫 
H1SE 所'4)大》衿 


2 4-7 

•V 


答 


1 一 


と 

こ 


漢字 I 字挿入せよ 

老いたる の 

i しるべ 

井に座して 
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ベスト立川人•展か 
産声をあげたのが@和60 
年以来毎年' 故未に聞 
侑してきたが六回目の今 
回は年が明けてからの関 
展となり、新しい試みと 
したまた、馆しくも故 
人となられたが' 立川文 
化に H 献された方の) II 彩 
も展示された 








































































我内にある大仏被の瓦 



奥多摩がまぢか*山の 91 配が迫石二 
の街に吉川茱治が莰閽したのが鞀和十 
S 作-新•平家物格はここで二五年 
された•多®川の消流あり、梅«あ：^ 
と文化の見事な ハ— そ二—のなかて文 
りし日を11ぶ' =こ 二はそんな まちて A 













